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（郷日本規格協会  

日本鋼管㈱  

日本コカ・コーラ㈱  

㈱日本総合研究所  

日本たばこ産業㈱  

日本テレコム㈱  

日本電気㈱  

日本電気ソフトウエア㈱  

日本電信電話㈱マルチメディアネットワーク研究所  

日本ユニシス㈱  

㈱日本ロジスティクスシステム協会  

㈱日立システムアンドサービス  

㈱日立製作所  

㈱日立製作所情報システム部  

日立ソフトウェアエンジニアリング㈱  

富士通㈱  

㈱富士通総研  

フジテック㈱  

碑文理学院  

北海道電力㈱  

防衛庁統合幕僚会議事務局  

防衛庁防衛局  

㈱ボッシュオートモーティブシステム  

桧下電工㈱  

マツダ㈱  

三井業際研究所  

三菱重工業㈱  

㈱三菱信託銀行  

三菱スペース・ソフトウエア㈱  

㈱三菱総合研究所  

三菱電機㈱産業システム研究所  

㈱メイテツコム  

㈱明報社  

㈱安川電機  

郵政省郵政研究所  

横倍産業㈱  

ライオン㈱  

㈱ライフ白銅  

レンゴー㈱  

（五十音順）  

住友金属鉱山㈱  

住友金属情報システム㈱  

住友電気工業㈱  

㈱ゼンリン  

シェル・サービス・インターナショナル㈱  

㈱数理システム  

第一生命保険（相）  

大和ハウス工業㈱  

中国情報システムサービス㈱  

中国電力㈱  

中国日本電気ソフトウエア㈱  

中小企業金融公庫  

中電技術コンサルタント㈱  

中電コンピュー ターサービス㈱  

中部ソフト・エンジニアリング㈱  

中部電力㈱  

通研電気工業㈱  

㈱TG情報ネットワーク  

㈱デザインテクノロジーズ  

㈱電力計算センター  

酬電力中央研究所  

㈱東京海上研究所  

東京ガス㈱  

東京コンサルティング㈱  

東京電力㈱  

脚統計情報研究開発センター  

㈱東芝  

東芝アドバンストシステム㈱  

東芝情報システム㈱  

東芝テック㈱  

東芝物流㈱  

東燃㈱  

東北コンピュータ・サービス㈱  

東北電力㈱  

東レ㈱  

西日本旅客鉄道㈱  

日本IBM㈱東京基礎研究所  

日本オリジナルシステム㈱  

㈱日本科学技術研究所  

㈲日本科学技術連盟  

日本ガイシ㈱  

㈱アーク情報システム  

㈱アイ・エス・ティ北海道  

愛知県警察本部  

㈱アイネス  

アイログ㈱  

アサヒビール㈱  

㈱アドイン研究所  

㈱飯田  

出光興産㈱  

㈱ATR環境適応研究所  

㈱エス・アール・エー東北  

㈱NEC総研  

NTTアドバンステクノロジ㈱  

㈱NTTデータ  

㈱NYK輸送技術研究所  

㈱エムティビーインベストメントテクノロジー  

大阪ガス㈱  

科学技術振興事業団  

カルビー㈱  

川崎重工業㈱岐阜技術研究所  

川崎製鉄㈱  

川鉄情報システム㈱  

九州電力㈱  

㈱紀伊国屋書店  

近畿コカコーラボトリング㈱  

㈱構造計画研究所  

㈱神戸製鋼所  

国民生活金融公庫  

㈱シーティーアイ  

ジェイアール西日本開発㈱  

㈱社会調査研究所  

㈱CRC総合研究所  

四国電力㈱  

㈱システム計画研究所  

㈱資生堂  

新エネルギー産業技術総合開発機構  

シャープ㈱  

㈱ジャパン・プレジテンツ・ネットワーク  

㈱上ニビジネスフォーム  

新日鉄情報通信システム㈱西日本支社  

住友金属工業㈱  
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（社）日本オへ0レーションガ・リサづ学会  

会 員 各 位  

（社）日本オへ○レションガ・リサーチ学会  

平成12年度第1回OR企業フォーラムのご案内   

平素は当学会の諸活動に対し格別のご支援・ご協力を賜りまことにありがとうございま  

す。お蔭様でORの諸活動は産・官・学各界にわたり、さらなる充実を目指した広範な取  

り組みが展開されつつあります。   

その一環として1987年より「OR企業サロン」を創設し実施してまいりました。これは賛  

助会員企業のトップ経営者／ミドル管理者を主な対象として、当学会から効果的な経営戦  

略の策定・実施に真に役立つようなORおよび関連簡域の話題を提供し、あわせてご参加  

の皆様の交流を深めていただくことを目的とした企画であり、幸い多数の方々からご好評  

をいただいて参りました。さらに、一昨年からは対象者を広く一般学会員にもオープンに  

し、「OR企業フォーラム」という名称のもとに活動を続けております。   

OR企業フォーラムは、講師の方の御講演をベースにOR研究の対象であるオペレーシ  

ョンそのものの理解を深め、さらに会員各位の課題解決のヒントにしていただくという趣  

旨で進めております。   

さて今日、急速に進展するIT（情報技術）革命のもと、あらゆる産業分野。生活分野でいわ  

ゆるIT化の波が押し寄せております。これらは、新たなビジネス機会を数多く生み出して  

おりますが、OR技術そのものが活用される場面がますます増大しております。   

平成12年度第1回の企業フォーラムは、社会のIT革命を推進する非常に大きな力とな  

っている「移動通信」を日本で立ち上げてこられ、今日の爆発的な発展を推進してこられ  

たNTTドコモの大星会長をゲストスピーカにお招きしました。大星会長の御経験にもとづ  

くお話を拝聴し、今後のIT社会の方向と広くORについて思いをめぐらしてまいります。  

経営管理者層の方々をはじめ、多くの方々に奮ってご参加いただけますようご案内申し上  

げます。  

企画・運営：「OR企業フォーラム」企画委員会   
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要旨：今臥 阿木では移動通信の加入者数は、固定電話の数を超え、6¢0の万となってい  
る。また、五恐山㌍に代表される、携帯電話によるインター血・ネットアクせス端末数服L 且引聞  
方に達した。（管用未明在）。田本では、大容量移動通信は望¢年前に開始されたが≠ サ血ビ  
ス開始後約胤3年は需要はほとんど伸びなかった。移動通信網会社がN珊から分離されて  
以来、各種の朱継ぎ単の方策と将来を見据えた先見性により、現在の爆発的な発展を見た。  
移動通信の立■ち上むずから≠ 今田の発展、さらに将来のいわゆるモバイルマルチメディアの  
二番向について、経験を交えて具体的に紹介する。  

血 開催要衝 血  椚仰 周辺案内図 叩   

こ  ∴   1二∴・∴：∴．∴－ ‥ －・・′∴ ′■≡…ミ・  ． ． ．．   
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貫 首 東京三菱銀行  神田税務署  ■ ∴－．、．、・√ニーこ．・、・・  

田  暗：平成且慧年且の周鼠9田（木）  

－ご二・●二．∴・・・、、・  
（懇親会を＄暗から行組烏ます）  

神保町駅  

由 山 通 り  至竹橋  重水道稀  

・・  －∴  如水会館  

学士会館までの交通機関】  
地下鉄半蔵門線、都営三田線  
都営新宿線  

参加資格者：OR学会会員 参加費（無料）  
（儲Å正会贋、学生会員、賛助会員〉  

叩参加お申込みの要領加  

参加ご希望の方は学会事務局宛にお申し込み下さい。  神保園丁（出mA9）徒歩い分  
なお、会場の都合により参加者を且¢の名程度に限らせて頂きますの  
また賛助会員のご参加は各企業3名以内に限らせて頂きます  
お軒じ込みは選録弧痛＝にても承っておりますので、必要事項（①フォ仙ラム  
の開催田②お名前③所属組織窃部署名④会員種別（個人正会員、学生会員、賛助会員）  
⑤連絡先住所⑥T斑軋または厨AX番号）をご明記のうえ、  

・・・．、、▲．こ＼・ミニー・ニ… － ハ．‥こ・・、、・、．・．・  
－・－、・、一三：；、、、‥  
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‥十iニ・  、・－ ∴キ  
平成 年 月 田  
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